
●地域のベテラン農家さん
　※佐藤孝昭様と照子様ご夫妻です。
●５面に特集記事があります。

主な内容
◦農業委員会が新体制でスタートしました …… 2、3 面

　～農業委員・農地利用最適化推進委員を紹介します～

◦福島肉用牛共進会が開催されました ……4 面 

◦感謝状が贈呈されました …………………4 面 

◦地域のベテラン農家さんの紹介 …………5 面

◦農地利用状況調査を実施しています ……6 面

◦農業委員会の活動を紹介します …………6 面

◦農地の貸し借りの手続きについて ………7 面

◦有害鳥獣に注意！！ …………………………8 面

農業委員会だより農業委員会だより
本宮市本宮市 第37号

令和７年９月30日発行
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日
頃
よ
り
農
業
委
員
会
活
動
に
対
し
ま
し
て
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
こ
の
度
の
改
選
に
伴
い
、
会
長
の
職
に
就
任
い

た
し
ま
し
た
渡
辺
善
幸
と
申
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

我
々
本
宮
市
農
業
委
員
会
は
、
農
業
者
の
皆
様
を
代
表
す
る
機
関
と
し
て
、
関
係

機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
農
地
の
適
正
な
利
用
に
尽
力
し
て
参
る
所
存
で
す
の

で
、
今
後
と
も
皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
残
暑
が
続
き
ま
す
の
で
、
農
作
業
を
行
う
際
は
、
水
分
補
給
や
休
息
を

取
る
な
ど
十
分
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
農
業
機
械
を
使
用
す
る
際
も
事
故
防

止
の
た
め
取
り
扱
い
に
は
注
意
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

会
長
就
任
の
あ
い
さ
つ

農
業
委
員
辞
令
交
付
式
が
7
月
22
日
市
役
所
で
行
わ
れ
、
市
長
か
ら
農
業
委
員
12

名
に
辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
に
行
わ
れ
た
第
1
回
総
会
で
農
業
委
員
会

会
長
に
渡
辺
善
幸
氏
が
、
会
長
職
務
代
理
者
に
津
田
英
明
氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委

員
委
嘱
状
交
付
式

が
7
月
31
日
、
市

役
所
で
行
わ
れ
、

渡
辺
会
長
か
ら
農

地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
12
名
に
委

嘱
状
が
交
付
さ
れ

ま
し
た
。

辞
令
交
付
式
・
委
嘱
状
交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

農業委員会が新体制でスタートしました
～農業委員・農地利用最適化推進委員を紹介します～

▶農地利用最適化推進委員……………………………………………………………………………………………………………
遠藤　俊雄さん（青田）　  国分　　保さん（白岩）　  佐藤　和恵さん（松沢）

▶農業委員…………………………………………………………………………………………………………………………………
遠藤栄太郎さん（荒井）　  阿部　修司さん（関下）　  遠藤　正任さん（糠沢）　  石橋　広基さん（白岩）
船生　栄子さん（本宮）　  遠藤　政幸さん（青田）

今回の委員改選で退任された農業委員・農地利用最適化推進委員の皆様です
～委員会活動にご尽力いただき、ありがとうございました～

☆各地区の担当委員をご紹介します
地　区 農業委員 推進委員 地　区 農業委員 推進委員

本　宮 川名　良子 中野　裕美
和　田

佐藤　一徳
根本　久永

高　木 根本　　功 増子　淳一 菊地　弘子

荒　井 渡辺　義一 矢吹　雄一 糠　沢 川名　栄次 古宮　修一

仁井田 国分　政彦 渡辺　琢哉 白　岩 石川　弘昭 橋本　清徳

青　田 高橋　洋子 遠藤　　孝 長　屋 鈴木　浩善 三瓶　和彦

岩　根
津田　英明 国分　翔麻

稲　沢
渡辺　善幸

佐々木清忠

関　下 松　沢 佐藤　新一

会長
渡辺　善幸

農業委員辞令交付式

農地利用最適化推進委員委嘱状交付式
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農業の現状に深くより添い農業の現状に深くより添い 未来への道筋へジャンプ！！未来への道筋へジャンプ！！
地元のパートナーを目指します！！地元のパートナーを目指します！！

※農業委員
　農地の貸借、売買、農地転用許可などの審査や、行政への意見提出などを行います。
※農地利用最適化推進委員
　担当地区において、農地利用最適化のための現場活動を行い、地域農業が抱える課題解決に取り組みます。

●  農業委員  ●

●  農地利用最適化推進委員  ●

会長

会長職務代理者

川名　栄次
（糠沢字東禅寺）

渡辺　善幸
（稲沢字宮ノ前）

古宮　修一
（糠沢字羽黒）

佐々木清忠
（稲沢字橋本）

矢吹　雄一
（荒井字荒井）

中野　裕美
（本宮字坊屋敷）

遠藤　　孝
（青田字舘）

三瓶　和彦
（長屋字根廻）

橋本　清徳
（白岩字宮田）

根本　久永
（和田字西明内）

渡辺　琢哉
（仁井田字上野台）

増子　淳一
（高木字大学）

国分　翔麻
（岩根字本郷）

佐藤　新一
（松沢字竹重内）

国分　政彦
（仁井田字五百川）

川名　良子
（本宮字小幡）

鈴木　浩善
（長屋字馬次郎内）

菊地　弘子
（和田字上百前）

石川　弘昭
（白岩字梶内）

根本　　功
（高木字根岸）

高橋　洋子
（青田字寄松）

佐藤　一徳
（和田字対馬内）

津田　英明
（岩根字下池ノ入）

渡辺　義一
（荒井字三本松）
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令
和
7
年
度
の
改
選
に
よ
り
、
農
業

委
員
会
を
退
任
さ
れ
た
石
橋
広
基
さ

ん
、
三
瓶
和
彦
さ
ん
へ
8
月
22
日
、
高

松
市
長
よ
り
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。石

橋
さ
ん
は
2
期
6
年
、
三
瓶
さ
ん

は
3
期
9
年
に
わ
た
り
、
本
宮
市
農
業

委
員
と
し
て
本
市
の
農
業
振
興
に
ご
尽

力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

令
和
7
年
度
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
福
島
肉

用
牛
共
進
会
が
7
月
26
日
、
福
島
県
家

畜
市
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
共
進
会
は
福
島
県
内
の
和
牛
改
良

を
一
層
進
め
る
と
と
も
に
、
和
牛
繁
殖

経
営
基
盤
の
維
持
拡
大
と
出
品
技
術
及

び
飼
養
管
理
技
術
の
向
上
を
目
的
に
行

わ
れ
、
県
内
か
ら
55
頭
の
和
牛
が
出
品

さ
れ
、
審
査
員
が
発
育
状
況
や
体
格
な

ど
を
審
査
し
ま
し
た
。

本
市
か
ら
は
、
長
年
畜
産
業
を
営
ん

で
い
る
石
橋
広
基
さ
ん
（
白
岩
）
が
出

品
し
た
「
う
き
う
き
」
が
優
等
賞
首
席

を
受
賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、
今
回
初
め

て
の
出
品
と
な
る
遠
藤
義
博
さ
ん
（
青

田
）
の
「
こ
は
る
」
は
優
等
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

初
め
て
出
品
し
た
遠
藤
さ
ん
は
「
石

橋
さ
ん
を
は
じ
め
、
ベ
テ
ラ
ン
の
方
々

を
参
考
に
し
な
が
ら
和
牛
を
育
て
て
い

る
。
今
後
も
若
人
の
会
（
安
達
地
区
の

畜
産
の
会
）
の
メ
ン
バ
ー
と
協
力
し

て
、
畜
産
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
。」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

共進会の様子

石橋さんと「うきうき」

遠藤さんと「こはる」

左から三瓶和彦さん、石橋広基さん、高松市長

福
島
肉
用
牛
共
進
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

福
島
肉
用
牛
共
進
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

感
謝
状
が

感
謝
状
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
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佐
藤
孝
昭
さ
ん
、
照
子
さ
ん
の
ご

夫
妻
は
、
長
年
専
業
で
農
業
を
営
ん

で
お
り
、
作
物
は
き
ゅ
う
り
を
主
と

し
水
稲
も
栽
培
し
て
い
ま
す
。
き
ゅ

う
り
は
ハ
ウ
ス
栽
培
、
路
地
栽
培
ど

ち
ら
も
行
っ
て
い
ま
す
。
ハ
ウ
ス
は

4
棟
あ
り
、
出
荷
が
多
い
時
期
だ
と

1
日
50
箱
に
も
な
る
と
の
こ
と
で
し

た
。夏

は
高
温
の
影
響
で
茎
が
焼
け
て

し
ま
い
、
つ
る
が
伸
び
な
い
た
め
、

茎
を
切
っ
て
横
に
伸
ば
す
よ
う
に
工

夫
を
し
て
い
ま
す
。

栽
培
に
は
地
域
の
方
も
協
力
し
て

お
り
、
手
伝
い
を
し
て
い
る
方
は

「
ス
ー
パ
ー
で
き
ゅ
う
り
を
み
る
と

形
や
値
段
な
ど
を
見
て
し
ま
う
。
前

よ
り
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。」

と
の
こ
と
で
し
た
。

佐
藤
さ
ん
ご
夫
妻
は
、「
繁
忙
期

な
ど
も
来
て
く
れ
る
の
で
助
か
る
。

今
後
も
地
域
の
つ
な
が
り
を
大
事
に

し
、
で
き
る
限
り
栽
培
を
続
け
て
い

き
た
い
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

三
浦
哲
博
さ
ん
、
節
子
さ
ん
ご
夫

妻
は
、
き
ゅ
う
り
栽
培
を
主
に
行
っ

て
い
ま
す
。
哲
博
さ
ん
は
65
歳
ま
で

会
社
勤
め
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
現

在
は
本
格
的
に
専
業
で
農
業
を
営
ん

で
い
ま
す
。

今
年
は
雨
が
あ
ま
り
降
ら
な
か
っ

た
た
め
、
水
の
管
理
を
し
っ
か
り
と

行
い
、
ま
た
害
虫
の
発
生
も
多
か
っ

た
た
め
、
栽
培
方
法
の
記
録
、
農
薬

の
管
理
を
徹
底
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
す
。
ま
た
、
夏
の
高
温
対
策
と
し

て
ハ
ウ
ス
に
遮
光
シ
ー
ト
を
被
せ
、

現
在
は
ト
マ
ト
を
用
い
て
高
温
対
策

の
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

三
浦
さ
ん
ご
夫
妻
は
、「
今
後
も

安
心
、
安
全
な
作
物
を
届
け
ら
れ
る

よ
う
に
頑
張
り
た
い
。」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

高
温
対
策
に
つ
い
て

近
年
、
夏
の
高
温
は
、
作
物
の
生

産
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま

す
。取

材
し
た
２
組
の
ご
夫
妻
も
高
温

対
策
を
し
て
お
り
、
き
ゅ
う
り
以
外

で
も
気
温
に
あ
っ
た
作
物
を
選
定
す

る
必
要
が
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

佐さ

藤と
う　

孝た
か

昭あ
き 

さ
ん
（
稲
沢
）

佐さ

藤と
う　

照し
ょ
う
こ子 

さ
ん

三み

浦う
ら　

哲て
つ

博ひ
ろ 

さ
ん
（
白
岩
）

三み

浦う
ら　

節せ
つ

子こ 

さ
ん

地域のベテラン農家さんの紹介
～きゅうり栽培を行う2組の農家さんを取材しました～

佐藤さんご夫妻と地域の皆様

三浦さんご夫妻遮光シート

干からびた畑の葉
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令
和
７
年
度

農
業
委
員
・
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
研
修
会

農
業
委
員
会
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す

本
宮
市
農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
法

に
よ
り
毎
年
市
内
す
べ
て
の
農
地
を
対

象
に
、
適
切
に
耕
作
や
管
理
が
さ
れ
て

い
る
か
を
確
認
す
る
農
地
利
用
状
況
調

査
（
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
）
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、
農
業
委
員
、

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
市
内
各

地
で
行
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
す
で
に
実
施
中
の
本

宮
地
区
で
は
、
川
名
委
員
と
中
野
委

員
（
＝
写
真
）
が
担
当
し
、
農
地
の
利

活
用
の
状
況
や
地
域
の
現
状
な
ど
に
つ

い
て
、
時
に
は
現
地
で
の
聴
き
取
り
も

交
じ
え
な
が
ら
調
査
を
行
っ
て
い
ま
し

た
。今

後
、
本
市
で
は
調
査
結
果
を
も
と

に
、
農
地
の
貸
し
手
と
借
り
手
の
マ
ッ

チ
ン
グ
や
遊
休
化
し
た
農
地
の
利
活
用

対
策
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
く
予
定
で

す
。

課
題
解
決
に
む
け
た
話
し
合
い
に
必

要
と
さ
れ
る
手
法
や
ヒ
ン
ト
を
学
ぶ

研
修
会
が
、
9
月
11
日
に
郡
山
市
の

「
ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま
」
で
開

催
さ
れ
、
本
市
農
業
委
員
・
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

研
修
会
で
は
、
講
演
会
に
引
き
続

き
、
参
加
者
が
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
事
例
発
表
な

ど
を
行
い
、
地
域
の
多
様
な
担
い
手
と

と
も
に
、
農
業
を
ど
の
よ
う
に
維
持
・

発
展
さ
せ
て
い
く
べ
き
か
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
ま
し
た
。

農
地
利
用

状
況
調
査
を

  

実
施
し
て
い
ま
す

農地法の許可申請に関する農地法の許可申請に関する
手続きスケジュールをお知らせします手続きスケジュールをお知らせします農業委員会だより記事の募集

※許可予定日は、他法令の状況により期間が長くなる場合があります。

申請書締切日 許可予定日
10月１日 10月24日
11月４日 11月25日
12月１日 12月25日
１月５日 1月26日
２月２日 2月25日

農業に関わるイベント、活動、自宅の自
慢の家庭菜園など、情報がありましたらご
連絡ください。

その他、「農業委員会だより」に対する
ご意見や、農地に関する質問などありまし
たらお問い合わせください。

研修会の様子

現地調査前の打合せ農地の現況を確認
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農地の貸し借りの手続きについて農地の貸し借りの手続きについて
農地の貸し借りをする、貸し借りをしている農地を更新する際は以下のいずれかの手続きが必要です。

⚫農地中間管理機構（農地バンク）経由の貸し借り
　　➡ 公益財団法人福島県農業振興公社（安達拠点　地域マネージャー） 
　　　 TEL：080－3754－3066
⚫農地法第３条の許可による貸し借り
　　➡ 本宮市農業委員会事務局　TEL：0243－24－5387

お問い合わせお問い合わせ

農業者年金に加入しましょう！！自然災害に備えて農業保険に
加入しましょう！

全国農業新聞を読もう！！

⚫加入条件
　１．年間60日以上農業従事
　２．国民年金第１号被保険者
　３．65歳以下

❶ 発行日／毎週金曜日
❷ 購読料／月額700円

貸し手と借り手の間を農地バンクが仲介する貸し借りです。
○契約期間は原則10年以上です。
○貸し手は農地バンクに貸し付けた農地について、税制措置が受けられる場合があります。
○賃借料の支払いは口座振替で行われ、借り手は複数の所有者から農地を借りる場合で

あっても、農地バンクとの手続きのみとなるので手間が省けます。
　※毎年、所定の手数料がかかります。
○申し込みから正式な契約まで、約２か月かかります。
農地バンク経由の貸し借りはこんな方に向いています。
○長期間、農地の貸し出しを希望する方
○複数の貸し手から長期間安定して農地を借りたい方

☆農地中間管理機構（農地バンク）経由による貸し借り

お問い合わせ　
本宮市農業委員会事務局 TEL：0243-24-5387

お問い合わせ　
本宮市農業委員会事務局 TEL：0243-24-5387

※条件によっては、保険料の軽減措置もありますので
詳しくは農業共済組合へお問い合わせください。

　　福島県農業共済組合県北支所
　　TEL：0243-23-7777㈹

農業経営にはあらゆるリスクが存在します。
さまざまなリスクをカバーしたいとき…

収入保険をおすすめします！収入保険をおすすめします！

⚫青色申告を行っている農業者が対象
⚫すべての農産物を対象に自然災害や価格低下など、

経営努力では避けられない収入減少を補償

貸し手と借り手が直接むすぶ貸し借りです。
○賃借料や期間などお互いの話し合いにより柔軟に決めることができます。
○家庭菜園にチャレンジしたい、
　新しく農業を始めてみたい方も右の条件を
　満たせば借りることができます。
○申請から許可まで約１か月かかります。

☆農地法第3条の許可による貸し借り

農地法第３条の許可による貸し借りはこんな方に向いています。
○柔軟に貸し借りの期間を設定したい方
○少数の貸し手から農地を借りたい方

※申込書及び申請書は農業委員会窓口に備えてあります。

・農地を効率的に利用して耕作を行うこと
・必要な農作業に常時従事すること
・周辺の農地利用に支障がないこと
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編
集
後
記

近
年
、
全
国
的
に
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
や
人
身
被
害
が
増

加
し
て
い
ま
す
。
と
く
に
ク
マ
に
よ
る
人
身
被
害
な
ど
も
多
発
し
て
い

ま
す
。
作
業
の
際
は
、
周
辺
の
状
況
を
十
分
注
意
し
な
が
ら
安
全
な
農

作
業
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

今
夏
の
猛
暑
は
作
物
や
農
作
業
に
大
き
な
影
響
を
与
え

ま
し
た
。
厳
し
い
環
境
の
中
で
も
懸
命
に
工
夫
し
、
汗
を

流
す
農
家
さ
ん
や
作
業
さ
れ
て
い
る
皆
様
に
頭
が
下
が
り

ま
す
。
本
誌
が
少
し
で
も
皆
様
の
励
み
と
な
り
、
地
域
農

業
を
支
え
る
力
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。
次
号
も
現
場
の
声

を
お
届
け
し
て
ま
い
り
ま
す
。　
　
　
　
（
津
田　

英
明
）

広
報
委
員

　

•
津　

田　

英　

明　
　

•
高　

橋　

洋　

子

　

•
石　

川　

弘　

昭　
　

•
鈴　

木　

浩　

善

　

•
国　

分　

政　

彦　
　

•
川　

名　

良　

子

　

•
渡　

辺　

琢　

哉　
　

•
橋　

本　

清　

徳

　

•
遠　

藤　
　
　

孝　
　

•
矢　

吹　

雄　

一

　

•
三　

瓶　

和　

彦　
　

•
佐
々
木　

清　

忠

落ち着いて、クマに背を向けずに、
ゆっくりとその場から離れましょう。
クマを驚かすので、大声を
出したり、走って逃げるのは
やめましょう。

もしも、もしも、
クマに遭遇クマに遭遇してして

しまったら…しまったら…
近くにクマがいることに近くにクマがいることに

気がついた場合気がついた場合（（ ））

有
害
鳥
獣
に
注
意

有
害
鳥
獣
に
注
意
！！！！

●作業中にラジオなど音のでる物を携帯するなど、自分の存在をアピー
ルする。

●とくにクマは早朝、夕方に行動が活発になるため、周囲に気を付ける。
●できるだけ単独での作業は避ける。
●森林、斜面林などのそばの農地は、クマ類の出没ルートとなりやす
いので特に注意し、安全確認を行いながら周囲の刈払いなどを行う。

●野菜などの収穫残さや生ごみなどは適切に処理をする。
●農地では果樹園が最も被害を受けやすいため、収穫後は放置せず
適切に除去する。

●収穫物保管庫などがある場合は、きちんと施錠するなど管理を徹底する。
●とくにクマは、草刈機などに使われるガソリンなどの揮発性物質
も誘引物になるため保管場所に注意する。

鳥獣対策や農作業を行う際に注意すべき事項

誘因物の適切な管理

広報委員会は6人から12人に人数が増えました！！
今後もさらに良い情報を届けます！！
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